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１ 推進体制 

⑴ 庁内推進体制 

地球温暖化の進行を抑制するためには市民、事業者などの積極的な参加が不可欠です。 

市には、その活動を主導し、活動の促進を図ることが求められますが、一方で、市内最大の事業

体という立場も持っており、他の実施主体の模範となるべく、まずは率先して温暖化防止に取り

組む必要があります。市では、平成 23年に策定した「人と地球にやさしい三条市の率先行動計

画」にのっとり、温暖化防止に向け、市が所有する全ての施設において省エネルギー等の取組を

実践していきます。 

取り組むに当たっては、各課、施設等に実行責任者及びそれを補助する立場として環境推進員 

を置き、取組を着実に実施していきます。 

 

⑵ 三条市環境審議会 

取組状況及び計画の進捗状況について、評価、検証を行い、計画の着実な推進を図るため必要

に応じて提言、助言を行います。 

     

⑶ 市民、事業所との連携・協力 

地球温暖化の原因である温室効果ガスは、市民の日常生活、事業者の事業活動など、あらゆる 

場面で排出され、その削減が求められることから、それぞれの主体的な取組が不可欠です。また、 

その取組の効果を最大限に発揮するためには、互いが連携・協力し計画を推進していくことが必 

要です。 

 

⑷ 広域的な連携・協力 

地球温暖化に向けた取組は、市民、事業所の自主的、主体的な取組はもとより、施策の効果を 

最大限に発揮するためには、単一の行政区域だけではなく、広域的な取組が必要となります。そ

のようなことから、国、県、地球温暖化防止活動推進センターなどと連携・協力を図ったうえで

取組を推進していきます。 
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図８ 推進体制のイメージ 

 

 

２ 進捗管理 

   本計画における各種取組状況を把握し、二酸化炭素排出量の排出状況推計結果と照らし合わせ、

Ｐlan（計画、施策の立案）－Ｄo（実施、運用）－Check（評価、検証）－Action（計画、施策の見

直し）というＰＤＣＡサイクルの考え方に基づき、計画の進捗管理をしていきます。 

   また、計画の見直しに当たっては、社会状況の変化に対応し、国、新潟県の地球温暖化対策の動

向等を踏まえた中で、継続的な取組が図られ、目標が確実に達成されるよう努めます。 

 

図９ 計画の進捗管理 
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